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人 材 育 成

ＶＩＰＯ会員企業様メインに開催している「メディ
ア・映像業界就職セミナー」を本年度は、従来開
催している東京、京都、仙台に加え初めて福岡で
開催し 4 都市での開催となった。特に福岡では地
元企業も参加し、大変好評であった。また、就職
セミナーに先立ち多くの学生にコンテンツ業界によ
り関心を持ってもらい、本業界を志望してもらう呼
び水として「プロの仕事カンファレンス」と題して
業界研究セミナーを 9 月に開催した。早期にコン
テンツ業界に興味を持ってもらう機会として大いに
有効なセミナーとなった。

【ｎｄｊｃ2013 実施概要】

【メディア・映像業界就職セミナー】

●東　京
開催日：１２月１５日（土）、２１日（土）、２２日（日）
会　場：文京学院大学
参加企業数：32 社

【プロの仕事カンファレンス】

●開催日：9月 28日（土）、29日（日）
●会　場：青山学院大学
●参加企業数：9 社

●京　都
開催日：１２月７日（土）、８日（日）
会　場：京都烏丸コンベンションホール
参加企業数：15 社

●仙　台
開催日：１月１１日（土）
会　場：せんだいメディアテーク
参加企業数：7 社

●福　岡
開催日：１月１８日（土）
会　場：ＴＫＰ天神シティーセンターＭ－４
参加企業数：5 社

トピックス

●ndjc2008 製作実地研修参加作家の中野量太監督の長編作品『チチを撮
りに』が「SKIP シティ D シネマプロジェクト」第 3 弾作品に選出され、
新宿武蔵野館ほかで劇場公開。

●ndjc2009 製作実地研修参加作家の金井純一監督の初劇場用長編作品
『ゆるせない、逢いたい』がヒューマントラスト渋谷ほかで公開。

●ndjc2012 製作実地研修完成作品『んで、全部、海さ流した。』( 庄司
輝秋監督 ) が、ndjc 完成作品として初めて単独で劇場公開。

●合評上映会特別興行を京都で初めて開催。

●テアトルシネマ新宿にて、ndjc2009 ～ndjc2011 の作品のオールナイト
上映を開催。

■ndjc2013 製作実地研修
　参加作家と完成作品

　このプロジェクトは、文化庁の委託を受けて 2006 年度よりスター
トしたもので、優れた若手映画作家を対象に、本格的な映像制作技
術と作家性を磨くために必要な知識や技術を継承するためのワーク
ショップや製作実地研修を実施すると同時に、作品発表の場を提供
することで、次代を担う長編映画監督の発掘と育成を目指している。
　今年度は、応募者の中から 15 作家がワークショップに参加。さら
にその中から５作家が、最終課題である製作実地研修に参加し、シ
ナリオ開発や 35 ミリフィルムでの撮影を必須とした短編映画制作を
行った。その後各地で完成作品の合評上映会を開催し、多方面の方々
から講評をいただいた。これまでに完成した作品と併せて、今後も
引き続き発表の機会を提供してゆく。

　若手映画・映像製作者（監督、プロデューサー等）を対象に、京
都府内での撮影を想定した時代劇ジャンルの作品企画を募集し、業界
の一線で活躍する映画関係者などが応募企画を評価する「企画コン
テスト」、および応募企画と映画プロデューサーとを繋げる「企画マッ
チング」を開催。またロケスポット京都事業と共同で、京都府内のフィ
ルムコミッションと映画関係者を繋げる試みも実施。2013年12月6日
に行われたプレゼンテーション審査では、書類選考を通過した 9 企画
の中から『ゴーストドールズ　幕末人形奇譚』（西片友樹氏／映画・
ドラマ助監督）が優秀賞に選出された。優秀賞企画には 350万円相
当のパイロット版映像制作の権利が付与され、2014 年 3 月に東映株
式会社京都撮影所の協力のもと撮影・制作が行われた。

2006 年以来、AFI コンサバトリへ志願する日本人に対し、VIPO は
推薦活動を行っている（原則、年に 1 名）。2012 年度は映像業界経
験者を1名選考、推薦し、撮影監督コースへの合格が内定した。

浅沼直也『鉄馬と風』 文　晟豪『ミチずレ』

北川帯寛『カオリと機械油』 山下征志『世田谷区，39 丁目』

髙谷昂佑『オシャレ番外地』

●作家の公募 5月 13日 ( 月 ) ～ 6月 28 日（金）
すでに相応の映像製作実績と評価を有する若手映画作家を対象に、映画
関係団体等からの推薦を受付

●ワークショップ 8 月 2日（金）～ 8月11日（日）
一定の条件の下で、共通のテーマに沿った完成尺 5分以内の作品を制作

●製作実地研修 9 月～1月
35ミリフィルム撮影による25分以上 30 分以内の劇映画作品を制作

●合評上映会・講評会　　2 月～ 3月
2 月２０日（木） 東京会場　（角川シネマ新宿）
 プロジェクト検討委員による講評会
２月２５日（火） 京都会場　（京都シネマ）
２月２６日（水） 名古屋会場（名古屋シネマテーク）
２月２８日（金） 九州会場（小倉昭和館）
３月  ８  日（土）～３月１４日（金）
 合評上映会特別上映東京会場（角川シネマ新宿）
３月１７日（月） 脚本指導講師による講評会
３月２２日（土）～３月２８日（金）合評上映会特別上映
 東京会場（角川シネマ新宿）
 京都会場（京都シネマ）

ｎｄｊｃ：若手映画作家育成プロジェクト 京都映画・映像企画市

AFI (American Film Institute) への
留学推薦者の斡旋

メディア・コンテンツ業界就職セミナー

海外人材派遣事業

文化庁より、クールジャパン戦略の一環としてＡＳＥＡＮ諸国に対し
てポップカルチャー分野のクリエーター等を派遣し日本文化の発信、
交流の場を提供することにより日本に関心をもってもらう事を目的に、
シンガポールでアニメ、ゲームのセミナーを開催した。実施したシン
ガポール国立大学、シンガポールポリテクニック両校で約 90 名の学生
が受講し大変好評だった。受講後のアンケートでは、80 パーセントと
高率の学生から継続的な開催の要望があった。

海外芸術調査事業

ＡＳＥＡＮ諸国における日本のポップカルチャー分野への関心度に
ついて、ビジネス的な側面 ( 企業等 )、教育的な側面 ( 教育機関 ) か
らアンケート調査を実施し、現状の課題、今後の方向性等に対して検
証を行った。
対象は、ＡＳＥＡＮ諸国 10 カ国の企業、団体、教育機関で 2013 年

9月より2014 年 3月まで実施した。

映画・映像産業振興の一環として、京都太秦地域内でクリエーター
の人材育成、サポート等を実施。
本事業では、映画・コンテンツ関連分野のクリエーターを対象とし

たインキュベーション支援を行っており、2014 年 3 月現在 5 名の入居
者が、UZU を拠点にそれぞれの活動を行っている。入居者同士やコ
ンテンツ関係者との交流を促し、ネットワークづくりを行う場として、
事務所内に多目的スペースも設置。
2013 年度は、映画・映像関連、ゲーム、アニメーションの持ち込

み企画に対し会場の提供を行ったほか、少人数でのクリエーターの交
流を目的としたイベントを 3 回にわたり実施。またクロスメディア展開
を目指している映像業界の方やクリエーターを対象とし、太秦地域、
俳優目線など視点を変えた座談会「UZU セミナー」を開催した。

京都太秦クリエーター支援拠点 (UZU)
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facebook ページ  「JAPACON」http://www.facebook.com/japamcontent

市 場 開 拓

KYOTO CMEX 2013

東京ゲームショウ 2013

日本ゲーム大賞 2013

CEATEC JAPAN 2013

CMT

Mercedes-Benz Fashion Week TOKYO 2014 Ｓ/Ｓ

第 40 回「日本賞」教育コンテンツ国際コンクール

第 10 回文化庁映画週間

第 26 回東京国際映画祭

国際ドラマフェスティバル in TOKYO 2013

第 10 回東京国際ミュージックマーケット

TIFFCOM 2013　

東京国際アニメ祭 2013 秋

デジタルコンテンツ EXPO 2013

マンガフェスティバル in シンガポール

Ｉｎｔｅｒ　ＢＥＥ　2013

第 30 回ＡＴＰ賞

コ・フェスタオフィシャルイベント

オフィシャルイベント

コ・フェスタ実行委員会

コ・フェスタオフィシャルイベント

コ・フェスタアンバサダー

コ・フェスタアンバサダー集合写真

本運営協議会（会長：斉藤正明 / 一般社団法人日本レコード協会
会長、主査：瀬尾太一 /一般社団法人日本写真著作権協会常務理事）
から委託を受け、運営事務局を担当している。2013 年度は、昨年
に引き続き知的財産権ワーキング・グループ等侵害対策強化事業の
一部調査事業で、国際見本市における海外バイヤーヒアリング、
コ・フェスタアンバサダー等を活用した現
地ジャパン・コンテンツ利用者ヒアリング
やアンケートを実施した。また、「ジャパン・
コンテンツ　ローカライズ＆プロモーショ
ン支援助成金」（Ｊ-ＬＯＰ）のコンテンツ
のデータベースとして、ＪＡＰＡＣＯＮが採用
され、Ｊ-ＬＯＰの支援を受けたコンテンツを
ＪＡＰＡＣＯＮサイトおよびＳＮＳ（ｆａｃｅｂ
ｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ）にて 、海外バイヤー
や日本ファン向けに発信作業を実施した。

ジャパン・コンテンツ  ローカライズ＆プロモーション支援助成金（J-LOP）

京都国際マンガ・アニメフェア（京まふ）2013

コ・フェスタ（JAPAN 国際コンテンツフェスティバル） コンテンツ・ポータルサイト運営協議会

京都府内市町村へのロケ誘致を促進すべく、府内の各市町村から
収集したロケ地情報を一元化し、映画・映像製作者へ提供すること
を目的とした京都府内のロケ地情報のポータルサイト「ロケスポット
京都」を運営。2013 年度は、掲載数が 500 件を超えた。2014 年 2
月 18 日には京都市内にて府内市町村関係者・旅行業者等を対象と
した情報交換会を開催。京都文化博物館主任学芸員の森脇清隆氏
を招いての講演や、事例報告および意見交換を行った。

ロケスポット京都

平成 22 年度にスタートした Kocca（韓国コンテンツ振興院）主催
の「日韓コンテンツビジネスフォーラム」（第 21 回～第 24 回）が今
年度も開催され、引き続き運営協力を行った。

1.  本助成金の目的
「 ジャパン・コンテンツ ローカライズ＆プロモーション支援助成金」（Ｊ-ＬＯＰ) は、日本のコンテンツの海外展開に必要な 「ローカライズ」
や「プロモーション」への支援等、海外発信に対する総合的な支援を実施することにより、日本ブーム創出に伴う関連産業の海外展開
の拡大、観光等の促進につなげることを目的としています。

2.  助成対象事業
コンテンツの海外発信のために行う以下の事業を助成します。

（1）ローカライズ助成事業
　映画、テレビ番組、配信番組、アニメ、電子コミック、ゲーム、その他の映像コンテンツ、キャラクター、一部の演劇コンテンツ（※『日本ブー
ム創出』効果が特に高いと審査委員会が認めたものに限る）の海外発信（放送、配信、上映、上演）等のために必要なローカライズ作業、
もしくはそのための契約交渉に必要なローカライズ作業に対し、一定条件のもと、対象費用の一部（最大1 / 2 以下）を助成金として交付します。

韓国コンテンツ振興院（Kocca）との業務協力

経済産業省より受託したコンテンツ産業強化支援対策事業「コ・フェ
スタ」は、日本が誇るゲーム、アニメ、マンガ、キャラクター、放送、音楽、
映画といったコンテンツ産業およびファッション、デザイン等コンテン
ツと親和性の高い産業に関わる各種イベントが連携して開催する世界
最大規模の統合的コンテンツフェスティバルであり、VIPO は 2007 年
度よりその実行本部を運営している。今年度のコ・フェスタ2013は、ソー
シャル・メディアを活用し、海外の消費者ニーズを把握するため、日本
においては留学生、海外においては現地の学生を中心とした「コ・フェ
スタアンバサダー」を組織した。日本コンテンツに対して深い知見を持
ち、ＳＮＳ等を駆使して国際的な発信力がある「コ・フェスタアンバサ
ダー」を活用しながら、海外におけるコンテンツ消費者動向調査を行い、
また、その調査結果をコ・フェスタ関連イベントおよびコンテンツホル
ダーに対して還元することで、ビジネスマッチングの機会を提供した。

　また、海外におけるコンテンツ関連イベントへの「コ・フェスタアン
バサダー」の参加等を通じて、現地において発信力の高いファン層（イ
ンフルエンサー）とのネットワークを構築するとともに、海外のバイヤー・
クリエイター・プロデューサー等のコンテンツ関係者に向けて情報提供
を行い、コ・フェスタの認知を高める活動を実施した。

　２年目を迎えた京都国際マンガ・アニメフェア（京まふ）において、
昨年度に引き続きビジネスセミナーの企画運営と今年は海外広報、記
録映像の制作を請け負った。ビジネスセミナーでは「『ONE PIECE』の

海外ビジネスモデル」と「京都から世界へ ! マンガ・アニメがもたらす
地域活性化」と題した 2 つのセミナーとＪ-ＬＯＰの説明会を行った。
また、海外広報では、アジア、欧米メディアをターゲットにプレスリリー
スを配信したほか、香港、台湾のＴＶニュース内で開催内容を紹介、
さらに期間中に韓国放送（ＫＢＳ）の記者を招聘し、会場内の様子な
どが特派員報告として韓国全土に放送された。

経済産業省・総務省の補助を受け、基金を造成し「ジャパン・コンテンツ　ローカライズ＆プロモーション支援助成金」（Ｊ-ＬＯＰ）
事業を2013 年 3月19日より開始しました。2014 年 3月31日現在までに 約 1,900 件の申請案件が採択されています。

コンテンツ・ポータルサイト
「JAPACON」

http://www.japamcontent.jp

Ｊ-ＬＯＰ事業について

【ローカライズ支援事例】

© Fujiko Pro

コ・フェスタ ２０１３のオフィシャル・イベントＫＹＯＴＯ ＣＭＥＸ ２０１３の
アニメ・マンガ部門の統合フェアである京まふは、京都みやこめっせ（京都
勧業館）他にて開催され、９月７日から８日までの２日間で、昨年の実績を大
きく上回る 31,800 名の来場者を記録した。

海外のアニメファンに向けて人気アニメを発信するアニ
メ配信プラットフォーム「DAISUKI」。多くのアニメ作
品のローカライズを支援

アジア各国で放映を開始している各「ジャパンチャン
ネル」の番組ローカライズ（字幕・吹替）を支援

「ドラえもん」初の英語版電子コミックのローカライズ
（翻訳等）を支援
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市 場 開 拓

自 主 事 業

VIPO 会員社（五十音順）

【法人会員】

株式会社秋田放送

株式会社アサツーディ・ケイ

アメリカン  モーション  ピクチャー  アソシエーション  オブ  ジャパン

伊藤忠商事株式会社

株式会社ＩMAGICA

株式会社イマジカデジタルスケープ

株式会社インジェスター

一般社団法人映画産業団体連合会

一般社団法人衛星放送協会

公益社団法人映像文化製作者連盟

エイベックス・エンタテインメント株式会社

株式会社エスピーオー

株式会社 NHK エンタープライズ

大蔵映画株式会社

一般社団法人外国映画輸入配給協会

株式会社 KADOKAWA

株式会社カプコン

株式会社キネマ旬報社

株式会社木下工務店

ギャガ株式会社

キヤノン株式会社

キングレコード株式会社

株式会社クオラス

株式会社クリーク・アンド・リバー社

コダック合同会社

コンテンツ・ポータルサイト運営協議会

一般社団法人コンピュータエンターテインメント協会

埼玉県彩の国ビジュアルプラザ

松竹株式会社

株式会社スクウェア・エニックス・ホールディングス

セガサミーホールディングス株式会社

全国興行生活衛生同業組合連合会

一般社団法人全日本テレビ番組製作社連盟

ソニー PCL 株式会社

株式会社第一興商

株式会社第一通信社

株式会社大広

高津装飾美術株式会社

株式会社タカラトミー

株式会社 TBS テレビ

株式会社ティー ワイリミテッド

株式会社デジタル SKIP ステーション

株式会社手塚プロダクション

株式会社テレビ朝日

テレビ大阪株式会社

株式会社テレビ東京

株式会社電通

東映株式会社

東映アニメーション株式会社

東映ラボテック株式会社

東宝株式会社

学校法人東放学園 東放学園専門学校

東宝東和株式会社

株式会社東北新社

株式会社徳間ジャパンコミュニケーションズ

株式会社ドリーミュージック・

中日本興業株式会社

名古屋テレビ放送株式会社

日活株式会社

株式会社日経ＢＰ

日本コロムビア株式会社

日本アカデミー賞協会

協同組合日本映画製作者協会

一般社団法人日本映画製作者連盟

一般社団法人日本映画テレビ技術協会

一般社団法人日本映像ソフト協会

日本テレビ放送網株式会社

一般社団法人日本動画協会

一般社団法人日本民間放送連盟

一般社団法人日本レコード協会

株式会社博報堂

株式会社バップ

ぴあ株式会社

株式会社フジテレビジョン

富士フイルム株式会社

ブロードメディア・スタジオ株式会社

ホクエツ印刷株式会社

株式会社ポニーキャニオン

株式会社ホリプロ

武蔵野興業株式会社

ユニバーサルミュージック合同会社

吉本興業株式会社

讀賣テレビ放送株式会社

琉球放送株式会社

株式会社ワーナーミュージック・ジャパン

株式会社ＷＯＷＯＷ

【賛助会員】

ウシオ電機株式会社

鹿島建設株式会社

株式会社きんでん東京本社

スカパーJSAT 株式会社

ソニー株式会社

高砂熱学工業株式会社

株式会社東芝

トヨタ自動車株式会社

日本電信電話株式会社

パナソニック株式会社

株式会社みずほ銀行

三井不動産株式会社

森ビル株式会社

※個人会員制度有

※2014 年 3月 31日現在

平成 24 年度総会・理事会・幹事理事会

総　   会

総　　会 2013 年  6  月 27 日

理 事 会

第 23 回理事会 2013 年  4  月 11 日
第 24 回理事会 2013 年  6  月 13 日
第 25 回理事会 2013 年 11 月 28 日

幹事理事会

第 23 回幹事理事会 2013 年  4  月 11 日
第 24 回幹事理事会 2013 年  5  月 13 日
第 25 回幹事理事会 2013 年  9  月 17 日
第 26 回幹事理事会 2013 年 11 月 28 日
第 27 回幹事理事会 2014 年  3  月 17 日

（2） プロモーション助成事業
映画、テレビ番組、配信番組、アニメ、電子コミック、ゲーム、その他の映像コンテンツ、音楽、出版、キャラクター、一部の演劇コンテンツ（※『日
本ブーム創出』の効果が特に高いと審査委員会が認めたものに限る）のコンテンツの海外展開に関連するプロモーション事業に対し、一定条
件のもと、対象費用の一部（最大1 / 2 以下）を助成金として交付します。

ASIA STYLE COLLECTION（シンガポール）に東京ガー
ルズコレクションが参画。日本音楽・ファッションカル
チャーを発信！

©1997 Nintendo・Creatures・GAME FREAK・TV Tokyo・
ShoPro・JR Kikaku  ©Pokémon  ©2013 PIKACHU PROJECT ©MILANOMANGAFESTIVAL 2013 / ©ADK 2013 ©ASC '13 MediaCorp

「ミラノマンガフェスティバル」を開催。出版社 20 社
の協力のもと、世界にマンガのＰＲを実施。

ポケモン、インドネシアにて初上映＆舞台挨拶！
現地 Laswon 店舗と提携プロモーション実施。

3. 申請受付期間
2013 年 3月19日～2015 年 2 月 28日（推奨）
【※】終了時期については実際の審査状況を踏まえて変更することがあります。また、交付額が予算額に達したときは、期間内でも受付
を終了します。

本年度は、会員向けのサービスの充実の一貫として、以下の
セミナーを関係諸団体のご配慮により、実施しました。

第一回「メガメディアの海外番組販売」
　　  報告者；輪座克彦ＯＢＥ （ＢＢＣワールド・ジャパン／
　   　　　   フリーマントルメディア・インターナショナル）
　　  日 　時；2013 年６月28日（金）　於　青山学院大学　
　　　　　　  （公財）情報通信学会と共催

第二回「奈良橋陽子による特別講演 ハリウッド流 国際コミュニケー
　　　ション」
　　　日　時；2013 年７月６日（土）　於　青山学院講堂
　　　　　　　ユナイテッド・パフォーマーズ・スタジオと共催
第三回「Ｊｉｍｐａｃｔ　報告」
　　　報告者；武井高純（アサツーディ・ケイ）、木原未緒（ティ・ジョイ）
　　　日　時；2014 年３月31日（金）　於　ＶＩＰＯ第一会議室

4. 申請方法
本助成金の概要および申請方法等については、募集要項をご
参照ください。
募集要項、申請書サンプル
などの書類は J-LOP ウェブサ
イトにて入手いただけます。
※『ジャパン・コンテンツ　
ローカライズ＆プロモーショ
ン支援助成金』（J-LOP）ウェ
ブサイト（http://J- LOP.JP）

6. J-LOP 事務局組織と役割
　※青部分が J-LOP の役割

5. 説明会・個別相談会の実施について
本助成金事業への理解を深
めて頂けるよう、各業界団体
への説明会などを順次実施。 
2014 年 3 月末現在、説明会
開催回数：74 回（地方開催
6 回）／参加社数：約 2,600
社／参加人数：約 3,900人）

【一般説明会】
2014 年より、毎月の説明会を2部制に変更し、月2回～4回程度、
一般説明会を実施。 
　（ 1部）募集要項の説明／質疑応答
　（2部）エントリー申請書類の作成方法レクチャー

【個別相談会・サービスデスクの開設】
説明会に参加されたことのある事業者様を対象に申請に関するご
質問などをお受けする「個別相談会」を毎週開催。相談内容に
合わせた2種類の相談会を新設。 
　 (1) J-LOPがアドバイス！申請プラン相談会 
　 (2) J-LOP実績報告書作成レクチャー
また、簡単な質問などを
J-LOP スタッフが対面でお答え
するサービスデスクを開設（週
２回・予約不要）。申請をご
検討中の多くの事業者様にご
活用いただいております。

平成 25年度ＶＩＰＯ会員社向けセミナー

ビジネスインキュベーション分科会
昨年の青山学院大学での開催に引続き、改訂実験授業を、
８月 29 日から 31 日の３日間、および合評会を９月２１日に、
城西国際大学紀尾井町キャンパスをお借りして実施いたしま
した。成果として eBook によるカリキュラム・エッセンスの
刊行を目指し、まとめ作業を行っております。

平成 25年度政策検討委員会

振興財源分科会 part2
コンテンツを取り巻く税制の変化について議論し、改めて
コンテンツが国民に寄与する意味の再定義が必要であるこ
とについて議論をしました。

受付事務
審査事務

助成を希望する事業者様への
説明会などの実施

交付執行事務
助成金拠出

審査委員会
（外部有識者）

助成事業者様への
事業審査・経理検査の実施

助成促進業務
（コンサルティング・マッチングの実施）

広報・コミュニケーション

Ｊ-ＬＯＰ事業について

【プロモーション支援事例】
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